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2021 年 1 月 20 日 

Biggest Inauguration Day Gain Since 1937 S&P Up 1.4% 

1937 年以来、最大の就任式当日の上昇率： S&P ＋1.4% 

 

 

 

今日は多くの点で歴史的な日であったが、憲法修正第 20 条が批准されて、就任式が 3 月 4 日

から 1 月 20 日に変更になって以来、就任式の当日としては本日が最大の上昇率となり、S&P 

500 は 1.4％上昇した。 

 

フランクリン・デラノ・ルーズベルト(FDR)は、4 期のうち 2 期目の最初、1937 年 1 月 20 日に就任

した。FDR は 2 期以上の任期を求め、それを達成した最後の人物。米国の大統領の 2 期の任期

制限は、憲法修正第 20 条が批准された 1951 年に制定された。 

 

1937 年以来、新しい大統領任期ごとに 25 回の就任式が行われている。3 つを除いてすべて 1
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月に行われている。1945 年のトルーマンは FDR が任期中に死亡し、ジョンソンは 1963 年に

JFK が暗殺され、フォードは 1974 年にニクソンが辞任しました。これら 25 回の平均上昇率は-

0.34%で、上昇は 10 回、下降が 15 回となっている。これまで 1937 年の＋1.25%が最大であ

る。 

 

私たちの見解では、明らかに新しいアジェンダとポリシーが 1 月に実行されるため、1 月の新大

統領の最初の就任式だけが関係していると考えている。1937 年以来、1 月に就任した新大統領

は 10 人いる。(ブッシュは 8 年間副大統領を務めたので、レーガン政権の継続であると主張する

こともできる) 

 

1 月にこれら 10 人の新大統領が就任した日、S&P 500 は平均－0.34%で、上昇 4 回と下降 6

回を記録していた。以前の最大の上昇はアイゼンハワーの初日で、S&P500 は 0.50%の上昇だ

った。 


